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はじめに

某国首相はIT革 命 を 「イ ット革命」 と読 んだ とい う有名なエ ピソー ドがあるが、いまでは

「IT革命」 ということばを知 らない人はむしろ少数派だろう。何 しろ、新聞やテ レビでこのこと

ばを見た り聞いたりしない 日はないといって も大げさでないほど、各種 メディアに頻繁に登場す

ることばだか らである。「IT革命」は、2000年 の日本新語 ・流行語大賞(自 由国民社主催)で は

見事流行語大賞を受賞 し、いっそう知名度 も高まった。

IT革 命 は言 うまで もな く、InformationTechnology革 命つまり情報技術革命のことである。近

年の情報技術のイノベーションは、めざましい ものがあ り、その劇的な変化はまさに 「革命」の

名にふさわ しい というわけである。そのような情報技術 における大 きな変化が、われわれの生活

に影響を与えないはずがない。IT革 命はわれわれの生活 にどのような恩恵 をもたらすのか。ま

た、どのような弊害 をもたらすのか。IT革 命 のメリットとデメリット、功罪、光 と影 を身近な

生活のレベルでい くつか検討 して見たい。

IT革 命の位置づ け

その前 に、IT革 命が情報化の流れの上に どの ように位置付 けられるかを簡単 に見ておこう。

「革命」 ということばがついているからには、それが 「劇的な変化」 を示 していることには間違

いはない。 しか し、それはあ くまでも 「情報技術」における革命である。社会全体のレベルに起

きる劇的な変化 としての、いわゆる 「革命」 とは違うと考えるのが素直な見方だろう。

よく知 られているように、アル ビン ・トフラーは 『第三の波』(徳 岡孝夫監訳、中央公論社、

1982)の 中で、人類の文明史には大 きな三つの段階が区別できることを示 している。一 つまり、

農業革命による農業社会の成立が第一の波、産業革命による産業(工 業)社 会の成立が、第二の

波、そ して、情報革命による(ト フラー自身は必ず しもそう明示 しているわけではないが)脱 工
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業(産 業)化 社会の成立が、第三の波である。人類史 という大 きな流れで見た場合には、つ きつ

めてい くと劇的な変化は三回しか起こっていないのである。

脱工業化社会 は、言いかえれば 「情報社会」(informationsociety)と いうことで もある。それ

がより高度化 したものが、高度情報社会(advancedinformationsociety)で あるが、IT革 命 という

のは、この高度情報社会が新たな局面にシフトしたことを示 している。それが人間の生活のあ り

方を根底から変え、社会全体のレベルでの劇的な変化をもたらすか どうかは今のところまだ確定

していない。ただし、その可能性は十分秘めている。そこで、家庭生活から、ビジネスか ら、社

会や経済のあり方、国家体制 までが変わるのだという期待の高い向きにはには、「革命」 という

ことばが好 まれる。こんなところが、IT革 命の現時点での位置付け ということになるのではな

かろうか。

ネッ ト社会 がもた らしたもの

ネッ ト犯罪

IT革 命の成果のひとつは、言 うまで もな くネッ トワーク社会の成立である。そ して、ネ ット

ワーク社会は、今までには考えられなかったような犯罪や事件を生み出した。まず、ネ ット社会

の 「影」の代表として、ネッ ト犯罪の中か ら最近の事例 を一、二取 り上げて見よう。ネ ット犯罪

でも、その内容の異常 さか ら社会に衝撃を与え、社会的な反響 も大 きかったのが、1998年12月

に起 きた 「毒物宅配事件」である。

事件の概略は次のようなものであった。 札幌の塾講師の男性(27)が 開設 していたホーム

ページで知 り合 った東京 ・杉並区の女性(24)が 、宅配便で届けられた青酸カリを飲 んで服毒 自

殺 した。 このホームページは、「ドクター ・キリコの診察室」 という名前で開設 されていたもの

で、自殺や安楽死をめぐる問題を扱い、自殺志願者に 「薬の入手方法がわか らない人は相談 して

ください」などと呼びかけていた。男か ら、毒物の提供 を受けていたと見 られる、指定口座 に入

金 していた人は全部で7人 お り、その中のひとり東京 ・足立区の主婦(21)も 、1998年3月 にす

でに自殺 していたことも明らかになった。 しかし、この主婦 自殺のケースは日頃から使用 してい

た睡眠薬の大量服用によるもので、男か ら提供 された青酸化合物 と死因との直接の因果関係は確

認できなかった。

青酸化合物 を提供 していた男は、私立大学の理系学部 を卒業 し、札幌市内の医薬品開発研究会

社で働いていたことがある。薬剤師の資格はなかったが、この時の経験が薬品に関する興味 を持

つ きっかけを作 り、「素人」ながら薬物 に詳 しい一種のマニア ・「薬物オタク」になっていったの

ではないか といわれている。彼はこの会社を退職後進学塾に就職 し、塾講師 として小学生 を教 え

ていた(「衝撃"死 のホームページ"ネ ッ トが演出"死 の連鎖"」 『読売新聞』1989.12.26他)。

ネッ ト世界はよく 「欲望の解放区」「無法地帯」 と言われることがある。あらゆる人間の欲望

が渦巻いている。それも、通常の生活の場面では抑制され隠されているようなどす黒い歪んだ欲

望が氾濫 しているのである。自殺を含めた人間の死に関するあ らゆる欲望 も、ここではタブーで

はな くなる。サイバー ・スペース(電 脳空間)は 、どんな 「変態」や 「オタク」 にも棲息すべ き

棲みかを提供 し、彼 らにとってある種の安堵感 を与える場 となっている。

この男が開設 していた、ホームページ 「ドクター ・キリコの診察室」 という名前は、手塚治虫

の人気漫画 「ブラックジャック」の登場人物に由来 している。この作品の中で、 ドクター ・キリ
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コは病人を安楽死させる医師で、ブラックジャックと対立する人物 として描かれている。こうし

たネーミングは案外大 きな意味を持っているような気がする。当然、ネ ット上でこの犯人の男は

ドクター ・キリコを気取ってお り、 自殺願望者からの質問に答え、いわば 「自殺の指南役」 を演

じていたのである。それがすでにマンガチックだが、事件全体を流れるこの男の現実感覚のなさ

は、まさに悪い意味で 「漫画的」である。そ して、それは名作 「ブラックジャック」にとっては

迷惑 なことで、作品に対する冒瀁でもある。それはともか く、この男性 も、女性の死亡が確認さ

れた日に青酸化合物を飲んで自殺 しまう。そ こには、女性の死 という事実をつきつけられて、は

じめて現実に引き戻されてその重さに耐えられず自らの命 を絶ったという構図が見て取れる。札

幌一東京 という物理的距離 を越えて 「死のネットワーク」が展開した悲劇であり、まさにネット

社会の病理を象徴する事件だった。

同じ時期に起 こったということもあ り、大 きなニュースとなったのが、携帯電話の伝言ダイヤ

ルサービスで知 り合った相手に薬物(向 精神薬 ・抗精神病薬)を 飲 まされ、放置 された神奈川県

の女性二人が凍死 した事件である(1998年12月 ～1999年1月)。 これはもちろん上記の事件 とは

性格が異なるが、携帯電話とい う新 しいメディアなしには起こらなかった事件 ということで、情

報社会特有の犯罪 という意味で注 目に値する。犯人は、住所不定無職の23歳 の男性だった。被

害者の女性は平塚市のJA儂 協)の 職員(24)と 藤沢市の専門学校の学生(20)で 、ふたりと

も地味で目立たない 「ごく普通の」若い女性だったという(「肌がキレイに」な ら毒でも口にす

る?無 防備な女性たち」『週刊朝日』1999年1月22日 号)。

この事件か らもいろいろなことを考 えさせ られる。ひとつは、「ごく普通の」女性たちが携帯

電話 というメディアを異性を求める手段 として、「ご く普通」 に使用 しているとい うことにまず

驚かされる。そ して、その新 しいメディアは現実の生活の中での人間関係では決 して接点 を持つ

はずのない人間同士 を容易に結び付けて しまうということである。

同時に、この被害者の女性たちの異常なまでの 「無防備 さ」は、一体何なのだろう。未知の人

間とは基本的に怖いものである。こんなことはある一定の年齢に達 した人間にとっては、まさに

常識中の常識である。性格異常者であるかもしれない し、凶悪な犯罪者かもしれない。

ところが、初対面の知 らない人間が、「肌がきれいになる」「美容にいい」「ダイエット効果が

ある」な どと言って差 し出した薬 を、彼女 たちはあっさりと飲 んで しまっている。 ここには、

「ごく普通の」警戒心のかけらもない。現実世界 の日常的な人間関係 の中では当然利 くはずのブ

レーキが利いていないのである。

これも、携帯電話というメディアの存在があればこそ起 こった事態かと思われる。携帯電話と

いう新 しいメディアを媒介にして生 じた対人関係は、すでにバーチャル化 してしまっているので

ある。その上に築かれた対人関係では、現実の世界では当然働 くはずの危険回避の感覚が欠落 し

てしまっている。

この事件に関 しては、次のようなコメン トもある。作家の荻野アンナ氏は、次のように言う。

「… どうも今 の若い人たちはいつ も日常に対する違和感 を抱いているのではないでしょうか。

だから逆 にむなしい匿名性の世界である伝言ダイヤルに魅力を感 じるのか もしれませんが、そこ

には同時 に自分 なんかどうなって もいい、 とい う気持 ちもあるので しょう。(中 略)で すから、

今回の事件は意図せざる殺人といわれていますが、私は被害者の女性 も意図せざる自殺 をしたよ

うなものだと思います」(「『伝言ダイヤル』被害女性の孤独の落 とし穴」『週刊新潮』1999年1月

21日 号)。 若者たちの投げや りで絶望的な気分が、ここまでの レベルに達 しているとしたら、
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「病んだ社会」の病状 も深刻である。

ネッ ト告発:ネ ッ ト世論

ネット世論のすさまじい威力とネット告発の問題点を極端な形で教えて くれたのが、東芝告発

事件あるいは東芝ビデオ事件 と呼ばれた ものである。1999年6月 か ら騒動は始 まった。「ビデオ

デ ッキの不具合 について問い合わせをしたところ、担当者から暴言を浴びせられた」 と、福岡市

の男性会社員A氏(38)が 、東芝のアフターサービスの姿勢 に抗議するホームページ(HP)を

開設 した。その時の電話のや り取 りを録音 していた会社員は、「暴言」 を音声ファイルにしてHP

で公開したため、そのインパク トは絶大で、アクセス数は一ヶ月で160万 件に達 し、その後 も増

加 し続け、9月 過 ぎには1000万 件を超えた。

これほどまでに反響が大 きかった一因は、やは り音声まで聞 くことができたという点にあるだ

ろう。そこでは、その会社員 と対応 した担当者 との電話の生々しいや り取 りが再現されていたか

らである。そのなかには、東芝の担当者の 「おた くさんみたいのは、お客 さんじゃないんです よ。

クレーマーっちゅうの!」 という決定的なひとことも含まれていた。

その後、東芝側は会社員 と個別の面談 を求めるが、条件が折 り合わずなかなか直接の交渉が実

現 しなかった。そうしたや り取 りの経過報告 も当然のことなが ら逐次会社員のHPで は流 されつ

づけた。そうこうするうちに、この問題が雑誌や新聞 ・週刊誌などマス コミで も報道 されること

になった。

東芝側 も自社 のHP上 に、この会社員 に対する事実上の反論 となる 「お客様各位VTRの アフ

ターサービスについて」 とい う文書を発表す る。 さらに、A氏 のHPの 記述の一部は事実無根 と

して、HPの 当該箇所 を削除するよう、福岡地裁に仮処分申請を行 った。一時HPの 閉鎖 を考えて

いた会社員 も、東芝の仮処分 申請 という強硬姿勢 に反発 し、自分のHPの 続行を決意 した。この

間のマスコミ報道の論調は、全体的に会社員側寄 りのものであ り、一個人 に対 して 「東芝ほどの

大企業が大人気 ない」 といったニュアンスの ものが多かった(「東芝暴露ページに200万 ヒット」

『週刊朝 日』1999年7月23日 号など)。 このため、A氏 のHPへ のアクセス数は再度急上昇 した。

東芝側は、あまりの反響 の大 きさに一転 して暴言 を認め謝罪 し、仮処分の申請 も取 り下げた。

A氏 のHPも 一部閉鎖 され、東芝の副社長 との会談 も実現 し、事態は沈静化 してい くかに見えた。

マスコミを同席 させたこの会談は、最初 こそ和やかな雰囲気で始まったが、両者の主張に食い違

いが残 り、完全な解決には至 らなかった。A氏 はHPの 閉鎖の予定を撤 回し、この会談の模様 も

発信 しつづけた(「東芝副社長vsホ ームページ開設者 和解一転 ドロ ドロ」『週刊朝 日』1999年

8月6日 号)。

ところが、それからしばらくして、この会社員は名 うてのク レーマー(苦 情常習者)で あるこ

とが報道 された。確かに、 この会社員の抗議は執拗かつ異様なところがあった。いきな り、問題

の製品を直接社長の自宅に送 りつけるなどの対応は普通ではなかった。 この騒動以前 にも、A氏

は富士通の会長にパ ソコンを送 りつけて 「直訴」 した前歴があることも伝 えられた。地元の家電

量販店か ら頻繁に購入と返品を繰 り返す という不可解な行動 も見 られたという情報 も披露された

(「東芝に謝罪 させた男は名 うての 『苦情屋(ク レーマー)』 だった!『 週刊文春』1999年8月26

日号」)。

細部の経緯や真相 については不明な点が残るすっきりしない事件だが、ネ ット時代の消費者対

応の難 しさを浮 き彫 りにする、企業側 にも大 きな教訓 を残 した事件だった。担当者の 「暴言」

116



(物言い)が 不適切であったことが事をここまで大 きくした一因だが、新 しいメディアの登場が

企業側の 「危機管理」に新たな一項目を加えたことは確かである。これもまたネット社会ならで

はの 「事件」であった。

もうひとつのネッ ト告発の事例は、1999年8月 頃から話題になった 「いじめ告発事件」 だった。

和歌山市の会社社長(54)が 、小学校一年生 の長男のいじめに対 し行ったものだ。 この社長は息

子のい じめについて学校 に調査を依頼 したが、「誠意ある対応」が見 られないとしてホームペー

ジでの告発に踏み切ったのである。このホームページでは、この社長 自身の実名、住所だけでな

く、いじめを受けた息子の顔写真 も公 開された。担任、校長、い じめた児童の実名 も登場する。

極めつけは、家庭訪問 した校長が児童の父親 と話 し合 う様子を撮影 したビデオが、約9分 の動画

として公 開されたことである。

このケースでも、映像を伴なうホームページであったことが反響をさらに大 きくさせた といえ

よう。9月 になって、この事例についてのマスコミ報道がされると、アクセス数は30万 件 に達 し

た。この騒動 との因果関係 を本人自身は否定 しているが、抗議を受けた校長は、「病気療養」 を

理由に、8月 末日付けで退職 して しまった。 この事件 は紛れもなく、校長を退職に追い込 んだの

である(「校長を辞職に追い込んだネット"盗 撮"映 像」『週刊文春』1999年9月16日 号)。

このケースでは、そもそもい じめがあったか どうかという肝心な点がはっきりしない。い じめ

っ子として名指 しされた生徒 も両親 も学校 も教育委員会もい じめを否定するなど、当事者の言い

分が分かれているため真相が確定できない。 さらに、この父親 もそれ以前に、娘の成績に関 し通

知表の無効確認を求めるなど、それまでにも和歌山市相手に2件 の訴訟を起こしている地元では

「有名人」 だった。娘の成績 に関する告発は、「テス トの成績が前の学期より良かったのに、通知

表の成績が上がっていないのはおか しい」 とい う理由からだったとい う(「ホームページのタフ

ネゴシエーターたち」『週刊朝 日』1999年9月24日 号)。

以上の二つの事件は、「ネット告発」「ネ ット世論」の問題点 を改めてクローズアップさせた。

ネ ットを通 じての告発、それによって作 られる世論は、「誰 もが発信者になれる」 という点では

確かに多大なメリットを持っている。金 も組織 もない個人が、社会に向かって自分の意見や主張

を発信でき、それをきっかけに世論 を作 り出す ことが可能 となることは、社会運動や市民運動に

とっては大きな恩恵となる。医療過誤や悪徳商法 を告発するのにも有効な手段 となるだろう。

しか し、「ネッ ト世論」 は 「第5の 権力」 といわれるように、予想以上の絶大な影響力 も持っ

て しまう(「検証 第5の 権力 『ネット世論』の可能性 と危険性」『週刊SPA!』1999年8月4日 号)。

それが悪用された場合には、その対象 となった個人や組織に回復不可能な大きなダメージを与え

ることになる。もちろん、非難や中傷を受けた側 も同じ方法で反論することもできるのではない

か という意見 もあるだろうが、一度貼 られた レッテルをはがすことや、一度広まってしまった情

報を打ち消す ことは容易なことではない。大企業ならともか く、小さな会社だったらその間につ

ぶれてしまう。ネ ット社会では、デマや 「風説の流布」は、以前 とはまったく違った意味を帯び

てくることだけは確かである。

ネッ ト上の有害情報

ネット社会の もうひとつの問題は、ネッ ト上に氾濫するいわゆる有害情報である。インターネ

ットが 「無法地帯」だといわれるとき、その代表と してあげられるのがポルノ画像、いわゆる

「わいせつ画像」である。ネット上には文字通 り数限 りない 「アダル ト・サイ ト」があ り、誰で
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も容易に 「違法な」 ポルノ画像 にアクセスすることができる。

このテーマに関 しては、やや古いが総務庁青少年対策本部が実施 した 「青少年とパソコンなど

に関する調査研究」(1997年11～12月 東京、大阪、三重、岡山、福 岡の5都 市で実施)が ある。

調査対象は、高校2年 生、大学1～2年 生1,928名(保 護者1,244名)で ある。その結果の一部

は以下に示 したとお りである(「 インターネット・ポルノ閲覧 男子高校生の6割 『OK』」 『東京

新聞』1998.9.20他)。
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インターネッ ト人口2700万 人(2000年8月)と いう時点か ら見ると、この時期のインターネ

ッ ト利用率が まだ非常に低いことにまず驚かされるだろう。そのなかで、女子大学生が一番高い

数字を示 している点は興味深い。一般的にはコンピューターのユーザーでは性別偏差が大 きい と

いわれてきたが、若い世代にとってはもはや従来のこの定説 は当てはまらなくなってきているの

かもしれない。
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実際にポルノ画像を見 たことのあるものは、男子大学生では過半数、男子高校生で も50%近

くに達 している。興味深いのは、「ポルノ画像を見 ることの是非」である。男子高校生の6割 近

くが 「構わない」 と答 え、父親や母親の認識 との問に大 きなギャップが見られる。もちろん両親

の回答 には、「たてまえ」の答えも含 まれているだろう。

ポルノ画像やわいせつ画像に一定の規制が必要なことは、誰でも認めることだろう。"子 ども

や青少年を有害情報か ら守ろう"と いう主張は、一般論 としては多 くの人々から賛同を得ること

ができるだろう。 しか し、具体的にどう規制するか ということになるとたちまち大きな壁に突き

当たって しまう。"現 実社会で違法 なものは、サイバー空間でも違法だ"と いってみても、ネッ

トワークは容易に国境を超えてしまう。インターネットは、まさにボーダレスであることをその

最大の特性のひとつ としているからである。

そうした中で具体的な取 り締 まりの動 きもないわけではない。1998年4月 には、風俗営業法の

改正によりプロバイダーがわいせつ画像 を削除する努力義務が設けられた。もちろん、こうした

法的規制の実効性に関 しては大いに疑問が残 るところで、上記の保護者の回答 にもあるように基

本は発信者やプロバイダーの自主規制に期待する しかない(「 ネッ トの暴走」下 『読売新聞』

1998.12.28)o
一方で、新 しいメディアの普及の牽引力 として何 よりも大きな力を発揮するものこそ、この種

の 「アダル ト・コンテンツ」だ という皮肉な現実 もある。「ビデオデ ッキがあれほど急速 に普及

したのは裏ビデオのおかげだ」 という有名 な話がある。インターネットの場合 もしかりとい うわ

けである。アダル ト・コンテンツこそ、インターネット普及の立役者だというのである。

さらにもうひとつの見方は、逆に 「人間はそんなものだけに興味を持つわけではない。す ぐに

飽 きて しまう」 というものだ。「だから捨て置け!」 「放っておいても大丈夫」 という究極の楽観

論である。いずれにしても、この問題は 「わいせつ とは何か」 という永遠の大テーマに関るもの

なので、一筋縄では行かない。個別文化 に規定 されたものを文化 を超 えて処理 しようとい うのだ

からである。

インターネッ ト中毒 ・インターネッ ト依存症

ネット社会の影 といえば、ネッ トワーク社会の病理 としての 「インターネ ット中毒」「インタ

ーネット依存症」の問題がある。俗にインターネッ ト中毒と呼ばれるものは、"過 度のインター

ネットの使用によって、日常生活及び心身の状態に支障をきたすこと"で ある。

没入する対象は、「チャット」 「HP閲覧」 「HP更新」「電子掲示板」「オンラインゲーム」「メー

ル」「ネ ットオークシ ョン」「サイバーセックス」など様々だが、どの場合でも過度にインターネ

ットに没入するために、正常な日常生活が送れな くなる。

インターネ ット依存症がもたらす具体的な支障は、「朝起 きられない」、「仕事 ・勉学に集中で

きない」等の社会面、「対人障害」、「鬱状態」等の精神面、「眼の疲労」、「肩こり、頭痛」等の身

体面、「電話料金」、「接続料金」等の金銭面 など、多岐にわたる。

インターネ ット依存症の最大の問題点 は、インターネ ット心理学者のキ ンバリー ・ヤ ングが

「コンピュータ ・タイム ・ワープ」 と呼んでいる ものだろう。ネ ットの世界に入ると、現実の時

間の感覚が失われて、「時間がまるで止まっているように」感 じられる現象である。テレビだっ

たら、番組は決め られた時間に始 まり一定時間の後 には必ず終わる。本や雑誌 も一冊読み終えれ

ば、そこで一区切 りがつ く。 しかし、ネットの世界は、文字通 り 「エンドレス」なのである。
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逆 に言えば、その時間に行われるはずだった日常生活のもろもろの行動が、まるごとその犠牲

になって しまうのである。インターネ ットの世界 にとらわれた代償は、現実の世界のほころびと

して確実に跳ね返って くる。その結果、最終的には勤労者の場合は解雇の、学生の場合 は退学の、

夫婦の場合は離婚の危機に直結 してい くことになる。

当事者以外の第三者から見れば、インターネット中毒など取 るにたらない、病気の名 に値 しな

い 「軽い障害」 にしか見えないだろう。「パソコンのスイッチを切ればいいだけのこと」「他の楽

しみを見つければ済むこと」な どと簡単 に考えがちだが、それができれば苦労はないのである。

「わかっているけ ど、やめ られない」 という自制が きかないところが、病気の病気たる所以であ

る。

同 じ依存症でも、薬物依存症やアルコール依存症などと比べればまだましで、それが与える社

会的な影響 も小 さいものだという見方 もある。インターネットの世界の虜になるといっても、そ

の世界が人間のすべての欲求を満たして くれるわけではないから、現実世界 との接点はどこかで

持たざるを得 ない。それが、結果的に歯止めの役割を果たすはずだという楽観論 もある。

しか し、他の もろもろの依存症 ・「嗜癖」同様、インターネッ ト依存症 もその根底 には、現実

の苦痛か らの逃避が隠されている。そ うだとすれば、その根本の原因を取 り除かなければ本当の

問題の解決 にはならない。その意味では、他の依存症 と同様 に治療のためには適切な対応 プログ

ラムが必要で、専門家の治療 を要する場合 も少な くない という。特に、「引 きこもり」 などの精

神的疾患 と結 びついたネッ ト依存症は深刻であ り、その治療には二重三重の困難が伴なうようで

ある。いずれにしても、このテーマは、本格的な研究対象 としてもう少 し専門的な立場から考察

する必要があ りそうだ。改めて別の機会に取 り上げたいと思う。

メール恋愛

メール恋愛 というのも、その虜 になるという意味ではインターネット中毒のひとつ と考えて も

いいだろう。最近 も、宇都宮市の高校三年生が、ネット上のいわゆる 「出会いサイ ト」で知 り合

った 「交際」相手の埼玉県岩槻市の主婦(32)を 包丁で刺す とい う事件 も起こっている(2001

年1月15日)。

この高校生は成績 も優秀で、すでに有名私立大学に推薦で入学 も決 まり、さらに上を目指 して

国立大学への進学に向けて受験勉強中で、その週末には大学入試セ ンター試験を控 えていた。二

人が ネッ ト上で知 り合 ったのは、昨年の10月 頃で、メールのや り取 りを通 じての付 き合いで、

実際に会 ったのはその日が2回 目だったという。

高校生にはやはりチャットで知 り合った22歳 の女子大生の相手がいたが、彼女の就職 をきっ

かけに 「振 られてしまい」、その恋の悩みなどの相談に主婦の方が乗ってやるというような付 き

合いが始 まりだったようだ。そうしているうちに、彼の恋心が主婦の方 に 「転移」 して しまった

というわけである。「…僕 を好 きだといっていたので、"離婚 して ください"と 言いました。そう

したら、彼女は"夫 と別れない"と 言ったのです。わけがわからなくな り、台所にあった包丁で

刺 して しまいました」 というのが彼の供述である(「 人妻刺 した高3出 会い 『失敗』サイ ト」

『週刊朝 日』2001年2月2日 号、「インターネッ ト交際で人妻 を刺 した 秀才高3の 純情 と性欲」

『週刊新潮』2001年2月1日 号)。

このケースは、畳の上だけで泳ぎの練習をしていた人間がいきな り海に飛び込んで溺れたよう

な、その愚かさは限 りなく喜劇 に近い 「悲劇」であるが、メール恋愛の陥穽を象徴的に示す事件
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でもある。ネッ ト上のメールを通 じた交際では、基本的に文字情報だけのや り取 りのため、相手

を過度 に理想化 しがちである。18歳 の男性 と32歳 の女性 とい う組み合わせは、現実の世界では

あまり一般的ではないが、そ うした属性の違いもどこかへ吹っ飛んで しまうのである。

未知の人間だからこそフランクで、オー プンになれるというintimatestrangerゆ えの 「親密 さ」

が、本物の親密 さと誤解されがちである。顔 も知 らない他人だからこそ、気楽に投げかける社交

辞令 を 「自分だけに向けられたやさしさ」 と勘違いして しまうのである。

言 うまで もない当た り前過 ぎることだが、本物の親密さは、日常的な生身の交流を通 じてはじ

めて作 り上げられるものである。それに、人間の好 き嫌い(特 に異性の場合)は 、人間の五感す

べてが関わって くるものだから難 しい。実際の生身の人間は、メール上の人格 とはちがって多 く

の欠点を持 っている。現実の生身の人間が現われた時には、幻滅す るのが普通である。「ユー ・

ガッ ト・メール」(原 題:You'veGotMail、 アメリカ、98年 、)や 「WITHLOVE」(98年 、フジ

テレビ系)は 、映画やテレビ ドラマだからこそ成 り立つ話 なのである。メグ ・ライアンとトム ・

ハ ンクスだから、いいのである。

このテーマを扱ったある週刊誌の記事は、 こんなことばで記事 を結んでいる。「…インターネ

ッ トを通 じて、男女の出会いの機会は多様になった。 しか し、メールで恋をするのか、メールに

恋を して しまうのか…。バーチャルなコミュニケーシ ョンは、男女の関係 まで も変えてい く」

(「メール恋愛の落 とし穴」『AERA』1999年1月25日 号)。 メール恋愛 は、限 りな く妄想 に近い

「幻想恋愛」である。

メール恋愛 もそうだが、ネット上のコミュニケーシ ョンはいわゆる 「匿名コミュニケーション」

を基本 としている。顔がわか らない と言 う意味で、「匿顔 コミュニケーシ ョン」などと呼ぶ人 も

いる(原 島博 「メディア としての顔」『月刊言語』1998年12月 号)。 その問題点はつ とに指摘 さ

れている。一方で、職業、年齢、性別な どの属性か ら自由である点が最大のメリットとして賞揚

されることがある。サイバー ・コミュニティの中では、中学生でも高名な学者でも同等に渡 り合

える。誰 もが 「肩書 き」か ら解放 され同 じレベルに立ち、自由なコミュニケーシ ョンがで きると

いうわけである。

反面、多 くの危険をはらんでいる。このメリットは、そのままマイナス面にもなるからである。

属性が明かにされない と言 うことは、正体不 明と言 うことである。つまり、属性はいかようにも

偽ることができるのである。50歳 のお じさんが、18歳 の女子高生になることも可能だ。「ネカマ」

(ネ ット・オカマ)な どというのはその極端 な例だ。ネット犯罪の多 くは、この匿名性を悪用 し

たものであることは言 うまで もない。

おわりに

IT革 命 の光 と影 といいなが ら、影の部分の話が中心 になって しまった。IT革 命の華々 しい成

果やばら色の未来に関する議論は溢れている。そういう中では、敢 えて影の部分 に注目し、焦点

を当てるのもそれな りの意味があることではないかと考える。

もちろん、ITが もたらす多大な恩恵 を否定するわけではない。たとえば、老人や障害者など

のいわゆる 「社会的弱者」で物理的な移動が困難 な人でも、インターネットによって自分の 「生

活世界」を一気に地球規模 にまで広げることができる。 これは明かに、素晴らしいメリッ トであ

る。また、一見奇妙な感 じを受けるか もしれないが、若い世代 の耳の不 自由な人たちの間では、

携帯電話 を持つことが当た り前のことになっているという。メール機能を使 えばお互いに、 もち
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うん健常者 との間でも即座 のコミュニケーションがで きるというわけである。

これらのメリットを十分認めた上で、ITが 与えるマイナスの影響 も無視で きない。恩恵 を上

回るような広範な悪影響があるとすれば、 トータルとしては 「罪」の方が大 きくなってしまうか

らである。各種のITは 確かに文明の利器だが、それは同時 に凶器 ともなる。要するに、最後は

それを使 う人間の問題だという平凡な結論 になる。

ITな どといって も、 しょせんひとつのツール(道 具)で ある。道具は人間が使 うもので、道

具に人間が使われるほど愚かなことはない。一般的に新 しいメディア ・ッールが登場 したときに

は、多かれ少なかれ混乱 を伴 うものである。ケータイ(携 帯電話)の マナーを巡る トラブルも、

新 しいメディアにそれを使いこなすルールや広い意味の 「規範」が追いつかないからである。

ITの めざましい技術革新 に、いわば人間の 「知恵」が追いつかない というのが現状である。

メデ ィア ・ッール(情 報機器)を 主体的使いこなす十分な力量=真 の意味の 「情報 リテラシー」

が これほど求められている時代はないだろう。

「革命」 といのは"人 を幸福 にするもの"で なければ、厂革命」 という名 に値 しない。「IT革

命」 も、その意味で 「革命」 という名 にふさわしいものになれるのだろうか?
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